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「
定
員
変
更
」を

　
　
　行
い
ま
し
た

　
四
月
二
十
一
日
に
、
お
ぐ
に
荘
保
護
者
会

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
多
忙
の
中
、

大
勢
の
皆
様
か
ら
、
ご
参
加
頂
き
、
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
総
会
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
三
月

十
七
日
に
保
護
者
会
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、「
私
達
は
、
保
護
者
会

の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
だ
け
で
、
役
員
と

し
て
の
活
動
は
何
も
し
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
意
見
が
上
が
り
ま
し
た
。
話

し
合
い
の
結
果
、
今
回
の
総
会
か
ら
弁
当
の

配
布
や
片
付
け
等
を
利
用
者
の
皆
様
や
職
員

の
皆
様
と
一
緒
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
ま
で
職
員
の
皆
様
に
お
任
せ
し
て
い

ま
し
た
が
、
実
際
に
後
片
付
け
を
行
っ
て
み

る
と
、
手
間
の
か
か
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
ま
た
、
利
用
者
の
皆
様
や
職
員
の
皆
様

と
話
し
合
い
な
が
ら
作
業
を
行
う
こ
と
で
、

よ
り
お
ぐ
に
荘
に
親
近
感
を
持
つ
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　
お
ぐ
に
荘
保
護
者
会
の
今
年
の
年
間
行
事

は
、
三
つ
あ
り
ま
す
。
四
月
の
保
護
者
会
総

会
・
花
見
会
、
六
月
の
協
力
活
動
（
庭
の
草

取
り
や
、
荘
内
で
の
車
椅
子
や
窓
の
清
掃
）、

十
一
月
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
（
利
用
者
の
皆

様
と
一
緒
に
、
お
で
ん
・
寿
司
・
豚
汁
・
ケ

ー
キ
・
コ
ー
ヒ
ー
等
を
楽
し
く
、
飲
食
し
ま

す
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事
に
私
達
、

保
護
者
会
役
員
は
、
積
極
的
に
参
加
し
役
員

の
役
割
と
し
て
手
伝
い
を
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

　
ま
た
、
お
ぐ
に
荘
を
取
り
巻
く
環
境
も

徐
々
に
変
化
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様

の
高
齢
化
や
地
域
生
活
を
希
望
す
る
利
用
者

の
皆
様
へ
の
地
域
移
行
の
た
め
の
訓
練
及
び

そ
の
新
事
業
等
、
ま
す
ま
す
業
務
内
容
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
、
保
護
者
会

と
し
て
協
力
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
保
護
者
会
の
皆
様
も
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
て
頂
き
、
可
能
な
範
囲
の
中
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
様
、
日
頃
か
ら
お
ぐ
に
荘
の
運

営
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
皆
様
、
関
係

機
関
の
皆
様
に
は
、
様
々
な
場
面
で
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
お
ぐ
に
荘
は
、
昭
和
56
年
に
開
所
し

今
年
で
37
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
、
平

成
、
そ
し
て
来
年
5
月
に
は
新
し
い
年
号
と
な

る
と
の
発
表
が
あ
り
、
新
時
代
の
到
来
と
共
に

時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
救
護

施
設
を
め
ぐ
る
状
況
も
大
き
く
変
化
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
お
ぐ
に
荘
で
も

大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。

 

お
ぐ
に
荘
は
開
所
よ
り
、
利
用
定
員
を
「
80

名
」
と
し
て
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
数
年
前
よ
り
利
用
者
様
の
高
齢
化
・
病
弱

化
に
よ
り
退
所
さ
れ
る
方
が
増
え
、
昨
年
度
末

に
は
地
域
移
行
に
よ
る
退
所
も
あ
り
、
急
激
に

利
用
者
数
の
減
少
が
進
み
ま
し
た
。
減
少
に
歯

止
め
を
掛
け
る
た
め
に
様
々
な
取
組
み
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
5
月
末
の
利
用
者
数
は

71
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
施
設
運
営
の
適
正

化
を
図
る
た
め
に
、
県
知
事
へ
定
員
変
更
の
申

請
を
行
い
、
認
可
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年

度
よ
り
定
員
を
80
名
か
ら
「
70
名
」
に
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
利
用
者
様
の
平

均
年
齢
も
68
歳
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
活
動

的
で
、
日
々
和
や
か
に
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
開
始
し
た
居
宅
生
活

訓
練
事
業
、
今
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
保
護

施
設
通
所
事
業
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
に

よ
り
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　
昨
年
度
か
ら
の
取
組
み
と
し
て
、
救
護
施
設

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
行
政

様
、
関
係
病
院
様
、
支
援
事
業
所
様
等
を
お
招

き
し
て
お
ぐ
に
荘
紹
介
・
施
設
見
学
会
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

施
設
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
緊
急

利
用
・
一
時
的
利
用
も
継
続
し
て
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
す
る
だ
け
で
な
く
、

お
ぐ
に
荘
が
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
進
め
、
地

域
に
根
差
し
た
施
設
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
厚
情
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
今
後
も
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
は
年
明
け
か
ら
大
雪
と
な
り
、
厳
し

い
冬
を
過
ご
し
ま
し
た
が
、
春
に
な
る
と
一

転
し
て
陽
射
し
が
あ
ふ
れ
、
高
温
の
日
が
続

い
て
、
桜
の
花
も
平
年
よ
り
一
週
間
近
く
早

く
開
花
し
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
保
護
者
会

の
皆
さ
ま
か
ら
、
い
つ
も
お
ぐ
に
荘
の
運
営

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　
今
回
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
ぐ
に
荘

の
新
し
い
『
保
護
施
設
通
所
事
業
』
を
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。

　
お
ぐ
に
荘
で
は
利
用
者
の
方
が
再
び
地
域

に
出
て
生
活
し
た
い
と
い
う
希
望
に
沿
っ
て
、

「
居
宅
生
活
訓
練
事
業
」を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

近
く
の
一
軒
家
を
お
借
り
し
て
、
地
域
生
活

に
必
要
な
こ
と
を
学
ん
で
い
た
だ
き
、
地
域

移
行
が
可
能
と
な
る
よ
う
訓
練
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
内
の
三
名
の
方
が
、
お
ぐ
に
荘

を
退
所
し
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
生
活
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
、
次
の
ス
テ
ッ

プ
と
し
て
『
保
護
施
設
通
所
事
業
』
を
開
始

い
た
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
週
に
三
日
お

ぐ
に
荘
に
通
所
し
て
訓
練
を
継
続
し
、
更
に

高
い
生
活
能
力
を
養
い
な
が
ら
自
立
し
た
生

活
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
週
二
日
は
小
国
地
内
の
「
し
ぶ
み
工

房
」に
通
っ
て
就
労
能
力
を
高
め
て
い
ま
す
。

　
先
日
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
「
か
わ
ば
た

寮
」（
男
性
用
）
と
「
ひ
ま
わ
り
の
家
」（
女

性
用
）
を
拝
見
し
、
就
労
の
場
所
を
提
供
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
「
し
ぶ
み
工
房
」
を
訪

ね
て
き
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
各
個

室
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
一
人
ひ
と
り
生
活

し
や
す
い
空
間
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。「
し

ぶ
み
工
房
」
で
は
、他
の
利
用
者
と
と
も
に
、

機
械
部
品
の
加
工
や
点
検
、
箱
詰
め
作
業
な

ど
職
員
と
一
緒
に
作
業
で
き
る
環
境
が
整
っ

て
お
り
、
安
心
し
て
就
労
で
き
る
場
所
が
確

保
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
関
係
の
皆

さ
ま
か
ら
、
こ
の
事
業
の
仕
組
み
を
作
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

事
業
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ま
と
お
ぐ
に
荘
職
員
が
協

力
し
て
、
こ
の
事
業
の
目
的
達
成
に
向
け
業

務
に
励
ん
で
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
の

で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

理
事
長　髙

橋

　敏
郎

理
事
長
挨
拶

『
保
護
施
設
通
所
事
業
』

を
始
め
ま
し
た

平成30年度 保護者会活動年間予定平成30年度 保護者会活動年間予定
  4月21日(土)・・・保護者会総会・花見会（第1回面会日）
  6月16日(土)・・・保護者会協力活動（第2回面会日）
11月10日(土)・・・ふれあいまつり（第3回面会日）
利用者の皆さんは面会をとても楽しみにされております。多くの方の参加をお待ちしております。
また、面会日以外の面会も大歓迎です。

平成29年度 保護者会活動 ～活動風景～

保護者会総会・花見会 保護者会協力活動 ふれあいまつり

平成30年度 保護者会活動年間予定
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　救護施設は、新潟県内だけでなく全国的にも他の福祉施設と比べて数が少ない現状にあります。福祉
関係者でも救護施設がどのような施設か知らない方も多いようです。
　そのため、おぐに荘をより多くの方に知って頂くための活動を行っています。ここでは活動の一部を紹
介します。今後も継続して活動を行っていく予定です。

おぐに荘

　　　紹介

おぐに荘を多くの皆様に知って頂くためにおぐに荘を多くの皆様に知って頂くために

生活保護ケースワーカーへのおぐに荘紹介精神科病院の職員研修会

　地域生活を送りたいと考えている利用者を支援させて頂く、居宅生
活訓練事業も第一期生が訓練を終え、今年の 4 月から、第二期生が訓
練を開始しました。おぐに荘近くの一軒家で、地域で 1 人暮らしが出
来る力を身に付けるために、訓練に励んでいます。地域住民の皆様も
温かく見守って下さり、安心して訓練を行うことが出来ており、ありが
たいと思っております。

おぐに荘

見学説明会

　1年間のおぐに荘の施設内の訓練と、2年間の居宅生活訓練事業での訓練を
終えて、今年の4月1日から、3名の利用者が地域で生活しています。この3名は、
小国町にあるしぶみ工房様が運営しているグループホームで生活し、日中はしぶ
み工房様で作業を行う日と、おぐに荘の保護施設通所事業を利用する日があり
ます。保護施設通所事業とは、1人暮らしに必要な能力のさらなる向上や安定し
た地域生活を送ることが出来るように、おぐに荘が引き続き支援させて頂く事
業であり、今年の4月１日から開始しています。この事業に関しては、地域で生活
している生活保護受給者の方が安定した生活を送ることを目的に、利用するこ
とも可能となっています。この3名の地域生活を支援するとともに、保護施設通
所事業を多くの方から知って頂くために、取り組んで行きたいと思っています。

　おぐに荘に来て頂き訓練を行う「通所事業」
と、利用者の方の居宅に訪問し、訓練を行う「訪
問指導」を行っています。下記が、訓練の一例
です。

・調理実習　　・健康管理　　・服薬管理
・買物支援　　・金銭管理　　・通院支援
・生活相談　　・作　　業　　・手続き支援
・電話相談　　・緊急時支援　・居宅訪問

保護施設通所事業

居宅生活訓練事業居宅生活訓練事業

調理訓練

金銭管理

金銭管理

調理実習

居宅訪問

作業(調理)作業(空き缶潰し)

作業(洗濯物仕分け)

服薬管理

健康管理

携帯電話の使用訓練

おぐに荘の地域生活支援について

　年に1回、5月頃、福祉関係者を対象とした見学説明会を行っています。「救
護施設のことは知っていたけど、短期間利用出来る一時入所や、地域移行を行
っていることを初めて知って、参考になった。救護施設のことを知らない職員も
いるので、今後参加してもらいたいと思った」などの感想を頂き、好評を得て
います。見学は、いつでも受け付けておりますので、ご連絡の上、気軽にお越
し下さい。

　おぐに荘のことをより多くの方に知って頂くために、おぐに荘の職員が出向き、
おぐに荘の紹介を行っています。おぐに荘のことを言葉で説明するだけでなく、
写真を用いて説明することで、おぐに荘のことをイメージしやすいという感想や、
患者様が外に目を向ける良いきっかけになったとの感想を頂いています。

居宅生活訓練事業の様
子

保護施設通所事業の様
子

保護施設通所事業

通帳番号を間違え
ないように・・・

ペシャンコになるよ
うに潰さないと・・・

同じ大きさになる
ようにしないと・・・

名前を間違えないよ
うに、気をつけます

整理整頓を心掛け
ています

濃い味付けになら
ないように
  注意しないと・・・



ボランティア大募集 平成29年度利用者動向
退所者
柏崎市　：1名 柏崎地域：1名 長岡市　：4名
加茂市　：2名　見附市　：1名 南魚沼市：1名
三条地域：1名  ※合計　　11名
新入所者
柏崎市　：1名 長岡市　：2名　上越市　：1名
燕市　　：1名  ※合計　　5名

ボランティア大募集
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アンケート項目
①趣味は？　②アピールポイントは？　③好きな言葉は？　④福祉の仕事に就くきっかけは？　⑤意気込みをどうぞ！

①趣味と言える程ではないのですが、5年くらい前から、好きなバンドのライブへ年2回ほど東
京に行っています。暗い歌が好きですが、曲によっては年甲斐もなく、拳を振り上げたりもし
ます。
②健康です・・・と言いたいのですが、タバコを止めてから2年で体重も増え、健康診断の結果
も総合判定がAからCになってしまいました。
③「体力温存」です。何事も余裕を持てるようにとの思いで、決してサボろうとしているわけで
はありません(笑)。
④正直言って、素晴らしい思いがあったのではなく、周りから合っていると言われたからです。
⑤おぐに荘に来て、1ヶ月が過ぎました。まだまだ不安もありますが、職員の方やご利用者の方
に教えて頂きながら、皆様の頼りにされる存在を目指し、頑張りたいと思います。

①スポーツ観戦です。特に、フィギュアスケートはソチオリンピック前から、羽生結弦選手を応
援していたので、アイスショーも時々、観に行きます。
②見るからに、丈夫そうな身体です(笑)。
③笑う門には、福来たる。
④30年位、医療に携わってきたので、福祉の分野にも興味を持ちました。
⑤皆様の健康を守るお手伝いが出来るように、一日一日、一歩ずつ確実に仕事を行っていきた
いです。

介護員　島谷　邦彦

①将棋とカラオケです。
②字がとても綺麗です。人に言われたことはありませんが・・・・(笑)。
　あと、すごく優しいです。本当です。
③言葉ではありませんが、「優」という漢字の形が綺麗で好きなので、自分の子供の名前にも
使いました。
④機械を相手に仕事をするよりも、人とコミュニケーションを取りながら、仕事をしたいと思
ったからです。
⑤微力ではありますが、おぐに荘のご利用者の皆様が、楽しく活き活きと過ごせますよう、私
も努力したいと思います。よろしくお願いします。介護員　小俣　忠一

看護師　金子真由美

　利用者の話し相手、草取り、施設整備等、
慰問も大歓迎です！ボランティアに興味のあ
る方は是非連絡して下さい。

連絡先　　救護施設　おぐに荘
　　　　TEL 0258－95－3400
　　　　　　　（担当：若月、水落）

今年度は3人の新任職員がおぐに荘のスタッフに加わりました。

異動職員が3名です。5つの質問に答えてもらいます！新任職員紹介
　毎年恒例の一泊旅行に行って来
ました。昨年は、「水族館に行きた
い」という希望があり、長岡市寺
泊水族館へ立ち寄った後、温泉旅
館に向かいました。餌付ショーも
見学し、楽しく見学することが出
来ました。大きな魚や珍しい魚に、
皆さん大興奮していました。

　小国町で行われた「かかしまつ
り」に、おぐに荘の利用者が作成し
た2体のかかしを出品しました。見
事に、グループ賞を受賞すること
が出来ました。表彰式にも代表者
が参加し、賞状と記念品を頂きま
した。「来年も、入賞を目指しま
す」と作成した利用者の皆様は、
意気込んでいました。

一泊旅行

かかしまつり

　おぐに荘で、絵画教室の講師を
されている荒井様が出展された作
品展に、おぐに荘の利用者の作品
も出展させて頂きました。小国町
で開催されている作品展に、見学
に行った利用者は、自分の作品を
見つけ指を指し、とても喜んでい
られました。

　毎年2月の節分に、豆まきを行っ
ています。職員・利用者が鬼の面
をかぶり、鬼に仮装し楽しく豆ま
きを行いました。この日の昼食は、
恵方巻きであり、美味しく頂きま
した。

絵画教室作品見学

節分

おぐに荘では
利用者の皆さんに楽しんで頂けるような行事を計画し

実施しています。
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　救護施設おぐに荘では提供する福祉サービスについ
て、随時苦情相談を受け付けています。ご意見、ご要望、
苦情等ありましたら遠慮なく苦情受け付け担当者、第三
者委員にご相談下さい。誠意をもって話し合いを行い解
決、改善に努めます。

●苦情解決担当者　山﨑美千代（おぐに荘　園長）
●苦情受付担当者　遠藤　和哉（おぐに荘　次長）
●第三者委員
　砂塚　一美（新潟県柏崎市石曽根276）
　小野塚正之（新潟県柏崎市中浜1丁目8番29号）
　宮田知津子（新潟県柏崎市学校町4番75号）

●苦情相談の申し出
　苦情担当者、第三者委員に直接お話し下さい。
　また、電話、書面、面談でも受け付けます。
　　　　　　電  話  0258－95－3400
　苦情受付窓口は、おぐに荘事務室に設置しています。
苦情の受付に際し、プライバシーについては十分に配慮
いたします。
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